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. は じ め に
講義支援システム JenzabarIMS における利用者・利用科目の推移について，平成21年 9 月 7 日に開催
された「第五回 e-Learning 研究会」において報告した。21年度として記載されているデータは 8 月時点
で集計したものである。
. 登録教員数の推移
登録教員数に関して，図 1 のような推移がみられる。追加人数はその年度の新規利用者であるが，1 月
から 3 月に新規で利用申請があった場合は次年度の講義利用とみなし，次年度の追加人数として加算し
た。
. 年度の教員増加理由
21年度の教員利用者の増加要因として以下の理由が挙げられる。
◯ 複数の担当教員をもつ講義による利用
理工学部の講義で，1 つの講義を複数の教員が担当している授業で利用されている。教員が複数居
る場合，「テスト/課題」の問題ライブラリは教員ごとにあるため，オンラインテスト作成時問題の共
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用はできないが，テストとして作成した後は作成者以外でも問題を修正，追加することはできる。ま
た，配付資料として登録された資料は各教員もダウンロード可能なため，システム上で公開されてい
る講義用資料の共用ができる。体育学部の kaede ネット講習会でも複数の担当者で利用されている。
◯ 法学部の研究グループでの利用
通常講義での利用ではなく，ゼミ合宿等で利用され，◯と同様複数の教員が担当教員での講義利用
となったため通常講義の利用のない教員も登録された。
◯ 既存ユーザからの推薦による利用者の追加
◯ 学生からのリクエストによる講義登録
講義で講義支援システムを利用している学生が，利用していない講義の教員に対して「講義で利用
してほしい」という依頼があり，利用の申請があった。
. 講義数の推移
講義数の推移は，教員利用者数の推移と同じである。利用登録したものの，実際利用のない教員も増え
ていたため，19年度の講義登録は教員登録者全員の講義を登録するのではなく，18年度に利用があった
とみなされる講義のみ登録し，利用の無かった教員に対しては継続の意向を確認後登録を行った。20年
度からは継続利用の申請があった教員のみ講義登録を行ったため講義数が減少した。
. 利用科目の推移
導入当初は主に情報処理科目での利用であったが，情報処理担当以外の教員利用者増加に伴い情報処理
科目以外での利用が増えている。語学科目での利用はまだ少ない。端末室を利用していない講義の登録も
増えているが，件数は不明である。
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. 年度利用状況
21年度講義登録後のログイン数は教員を含めて4365名であった。ログイン状況はユーザ登録作業後の
5 月15日～8 月30日までにログインのあったものを集計した。昨年度のログイン数データを集計していな
いため，利用人数の推移は掲載しない。
. バージョンアップによる改善点
21年 3 月のバージョンアップ（Ver4.9）により，以下の機能改善・追加があった。
◯ 受講者名簿にアクセス情報確認機能追加
この機能追加により，教員が受講生のアクセス情報が確認できるようになった。（図 4 参照）表示
されるアクセス情報は学生の最終アクセス日時とアクセス回数で，アクセス当日は時間で表示，前日
以前は年月日で表示される。アクセス回数は 1 日 1 カウントとする。
◯ 配布資料・WEB リンク登録項目追加
シラバス，テスト/課題と同様に，配布資料，Web リンクにも公開期間の設定が追加された。これ
により，より細かく配布資料・WEB リンクを提示することが出来るようになった。
◯ 配付資料ダウンロード詳細表示項目追加
19年12月のバージョンアップ（Ver4.6）により，配布資料の詳細画面で，受講者の最終ダウンロー
ド時間とダウンロード回数が表示されるようになったが，この画面において「受講者以外」のダウン
ロード詳細も確認できるようになった。「受講者以外」をクリックすると受講者以外でダウンロート
した者の情報が表示される。機能制限により，受講者以外の配付資料閲覧はできないように設定され
ているので，本学での受講者以外とは担当している教員または管理者である。
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. 課題・問題点
 シラバスとの混同
問い合わせの中には教員・学生共に，WEB シラバスと講義支援システムを混同しているケースが少な
くない。特に情報科学センター分室へ学生からの問い合わせがある場合，学生がどちらのシステムの質問
をしているのか，分室の担当者も判断しづらいようであったため，講義支援システムを利用している教員
の一覧を分室に配布し，講義支援システムを利用している講義での質問かどうかの判断基準にしてもらっ
た。
 出席管理システムとの連携
以前より出席管理システムと講義支援システムの出席管理との連携を求められているが，出席管理シス
テムは学籍番号での管理，講義支援システムは kaede ネット ID での管理と，ユーザを管理するための
ID が両者別の ID でされているため，データの移行が難しい。また，受講者登録に関しても，講義支援
システムでの受講生登録は，必ずしも教務履修データと同一でない場合がある。講義支援システム上で外
部からの出席データを取り込む場合，受講生が一致していないとならないため，受講生が一致していない
可能性のある出席管理システムからのインポートは行うことができない。
